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各
都
道
府
県
を
代
表
す
る
高
校
生
が

集
ま
り
、美
術
作
品
の
展
示
や
演
劇
、音

楽
の
舞
台
発
表
な
ど
、芸
術
、文
化
を
披

露
す
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

（
以
下
、全
国
総
文
祭
）。文
化
部
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
と
称
さ
れ
る
本
大
会
の
写
真

部
門
に
、本
市
在
住
の
山
崎
永え

愛な

、愛ま
な

花か

が
姉
妹
そ
ろ
っ
て
出
場
を
果
た
し
た
。

　

双
子
と
し
て
生
ま
れ
、東
和
中
で
は

卓
球
部
に
所
属
。以
前
か
ら
カ
メ
ラ
へ

興
味
が
あ
っ
た
永
愛
と
共
に
、愛
花
も

写
真
部
の
体
験
入
部
に
参
加
し
た
。き

れ
い
な
写
真
と
優
し
そ
う
な
先
輩
た

ち
。早
々
に
入
部
を
決
め
た
二
人
へ
、両

親
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
二
台
の
一

眼
レ
フ
カ
メ
ラ
が
、彼
女
ら
の
活
躍
の

原
動
力
に
な
る
。

　

迫
桜
高
写
真
部
の
活
動
は
、撮
っ
た

作
品
に
対
し
て
部
員
同
士
、意
見
を
出

し
合
う
こ
と
が
メ
イ
ン
。辛し

ん

辣ら
つ

な
意
見

に
も
耳
を
傾
け
、反
省
と
改
善
を
繰
り

返
し
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
日
々

が
続
く
。部
活
動
以
外
の
時
間
も
、カ
メ

ラ
を
の
ぞ
き
込
む
時
間
が
大
半
を
占
め

た
。プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
二
台
の
一
眼

レ
フ
カ
メ
ラ
は
、永
愛
と
愛
花
、お
互
い

を
被
写
体
と
し
て
、フ
ィ
ル
タ
ー
の
奥

に
写
し
続
け
た
。

　

全
国
総
文
祭
へ
の
出
場
は
、本
大
会

前
に
開
か
れ
る
県
総
文
祭
で
の
上
位
入

賞
が
条
件
。一
学
年
上
の
先
輩
が
出
場

し
た
全
国
総
文
祭
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
き
た
永
愛
の
作
品
が
昨
年
、県
総
文

祭
で
銀
賞
を
受
賞
す
る
。入
部
か
ら
一

年
。二
年
生
な
が
ら
全
国
総
文
祭
へ
の

切
符
を
手
に
し
た
。

　

二
人
は
、顧
問
の
菊
池
純じ

ゅ
ん

先
生
と
共

に
佐
賀
県
で
開
か
れ
た
全
国
総
文
祭

へ
。全
国
で
の
入
賞
は
逃
し
た
永
愛
。そ

の
作
品
の
横
に
並
ん
だ
全
国
入
賞
作
の

数
々
に
、二
人
は
目
を
奪
わ
れ
た
。

　
「
悔
し
い
」―
。

　

帰
宅
後
す
ぐ
、翌
年
の
全
国
入
賞
を

目
標
に
し
た
作
品
へ
取
り
か
か
っ
た
。

　
「
私
た
ち
の
作
品
は
、お
互
い
を
被
写

体
に
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。姉
妹
だ

か
ら
こ
そ
、全
て
を
説
明
し
な
く
て
も

撮
り
た
い
構
図
を
共
感
し
合
え
る
。最

高
の
被
写
体
が
最
も
近
く
に
い
て
く
れ

る
こ
と
が
、私
た
ち
の
作
品
の
一
番
の

強
み
」と
胸
を
張
っ
て
話
す
永
愛
の
言

葉
に
、愛
花
が
笑
顔
で
う
な
ず
い
た
。

　

今
回
の
出
展
作
品
で
あ
る
永
愛
の

「
覗（
の
ぞ
）く
」に
は
愛
花
の
目
を
、愛

花
の「
静
寂
」に
は
永
愛
の
手
を
。集
大

成
に
な
っ
た
今
作
に
も「
一
番
の
強
み
」

は
生
か
さ
れ
た
。

　

県
総
文
祭
に
集
ま
っ
た
４
０
４
点
の

作
品
。そ
の
中
か
ら
、永
愛
が
金
賞
、愛

花
が
銀
賞
に
輝
く
。二
人
そ
ろ
っ
て
全

国
総
文
祭
へ
の
出
場
を
決
め
た
ほ
か
、

学
校
部
門
で
も
迫
桜
高
が
学
校
史
上
初

め
て
県
の
頂
点
に
立
っ
た
。

　

全
国
総
文
祭
は
、感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
モ
ニ
タ
ー
審
査
に
。愛
花
の「
静

寂
」は
、紙
に
印
刷
す
る
こ
と
で
映
え
る

よ
う
な
構
図
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。「
モ

ニ
タ
ー
審
査
と
聞
き
、正
直
絶
望
し
た

が
、永
愛
の
作
品
は
モ
ニ
タ
ー
で
も
き

れ
い
に
見
え
る
の
で
は
と
期
待
し
た
」

と
愛
花
が
話
す
と
お
り
、鮮
や
か
な
色

合
い
が
評
さ
れ
、永
愛
の「
覗（
の
ぞ
）

く
」が
奨
励
賞
を
受
賞
。三
年
間
の
集
大

成
が
目
標
を
達
成
し
た
。

　

卒
業
後
は
、別
々
の
道
に
進
む
予
定

の
二
人
。二
台
の
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
に

は
、二
人
の
成
長
の
記
録
と
努
力
の
結

晶
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
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Special

Craft
　小さい頃から物作りが好きだった水野は、高校入学後、
美術部へ入部。入部当初は絵を描いていたが、美術の授業
で立体制作の面白さに目覚め、絵画から分野を変えた。昨
年の夏の終わりから１月の県高校美術展に向けて制作を
開始。コンセプトが決まらず悩む中、顧問の阿部和

かず

弘
ひ ろ

先生
から「生活の中にある大事なものに目を向けたらどうだ」
と助言を受ける。飼い猫「ミミ」が伸びをする何気ない姿
が頭に浮かんだ。
　作品は粘土を焼いて作る。主役の猫を焼いたとき、事件
が起きた。猫の腹部が粉々に割れていたのだ。「制作を諦
めてもおかしくないくらいの破損。それでもこの作品に
懸ける彼女の気持ちは強かった」と阿部先生が振り返る
ように、水野は一つ一つ破片をかき集め丁寧に修復して
いった。完成した作品は、県高校美術展約500作品から優
秀賞を受賞し、全国総文祭に出展される10点に選ばれた。
その知らせに涙があふれた。「作りたいものを作っただ
け。作品を見た人が笑顔になってくれればうれしい」と話
す水野の創作活動はこれからも続く。


